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  つ い に 見 た ぞ ア オ バ ト を！    平 山 和 昭 

バードウォッチングを始めて以来念願だったアオバトをついに見

た！2004年四月の弓削野鳥の会「定例バードウォッチング」は、お

天気の良さに誘われ、狩尾方面観察の予定を変更し三山へ行くこと

に。三月来、 キクイダ

タキを観 察してい

る会員が いるので、

あわよく ば、との思

い。気持ち のいい日

和。参加者 一同のん

びり観察していると、上空にアオバトの群が飛来。「みてごらん！た

しかにアオバト！」興奮して年甲斐もなく声がうわずる。どうしよ

うもない。「やっと、ともかくお目にかかることができた」それだけ

で自分にはたいした収穫でありました。色、飛ぶ姿勢、大きさ・・・。

まずまずインプットできたような気がする。その日はオオタカ（？）



も一羽通り過ぎていった。帰路、鯨地区の谷で紅い胸のハイタカ・

雄も木陰に止まっているのをじっくりと。	
 一週間後の 21日、ひと

りで同じ場所（沢津地区を見下ろす七曲がり）にいきました。いい

ことがあるとやっぱり裏を返したくなる。つい二匹目のドジョウを

さがしにいくものですねえ。柳は無くドジョウも山の中とてのぞめ

ませんでしたが、かわりにという

か、タカが林につっこんだのです。

とみるまに、飛び姿でそれとわか

ったアオバトが飛び出してきた。

タカは反転して追いかける素振

りを見せましたがあきらめ、飛び去ってしまいました。数秒の出来

事。口を開けて空を見ていなければ決して遭遇しない。しばらくし

て、さきほど鳩がとびだしたあたりをなんとなく見ると、ん？裸木

の中に何かとまっている。すばやくスコープをセットしのぞき込む。

いました。いましたヨオ・・・。綺麗な黄緑色をしたアオバトが３

羽、ちょこなんといるではありませんか。距離にして 200 メートル

くらいかな。こんどこそじっくりおがませていただきました。車に

戻りラジオを聞いたり、また覗いたり。そうこうしていると山田さ

んが毎朝恒例のお犬様の散歩にあらわれ、証拠写真はありませんが



確かに４個の目玉でシャッターをきりました。ヤッホ~！ 

あのタカはやはりオオタカらしく、大小２羽がまた現れ、こんどは

高く高く、巴卍を描きながら昇っていき、やがて四国の方向めざし

て帆翔していきました。おそらくツガイのタカで、ハネムーンを迎

える季節になったのでしょうか。あちらこちらでオオタカの繁殖地

が狭められていると聞きます。石山のハヤブサのように、この弓削

の山がオオタカの繁殖地になればいいと思うのは、甘すぎる夢物語

にすぎないのでしょうか。（アオバト写真提供：竹林清志さん） 

1月 18日	
 町外遠征（笠岡干拓地）	
 タゲリを見に行こう 

	
 思ったより寒さも和らぎ、防寒着で丸まった服装では、暑すぎた

ぐらいの陽気となった 1月 18日、早朝から 12名の会員が集り、笠

岡目指して出発しました。1時

間ほどで目的地に到着、早速、

目的のタゲリを探しました。な

かなかすぐには見つからず、と

りあえず、確実に観察すること

ができる水鳥を狙いに、近くの水源地に行ってみることにしました。

水鳥は寒そうに遠くに群れをつくって、池に浮いていました。コガ

モ、カイツブリ、ミコアイサ、ヨシガモ、カンムリカイツブリ等、



弓削では見ることの出来ない水鳥をゆっくりと観察することができ

ました。1時間程で水源地を後に、目的のタゲリ狙いに干拓地をブラ

ブラと車を走らせていたところ、キラキラ光る翼の群れを発見、一

見すると猛禽類 の飛翔で、畑

に降り立った。 よく見ると、

念願のタゲリで はないか、久

しぶりの遭遇で、 とても懐かし

く思われました。 緑色の背中に

金箔銀箔を散りばめた豪華絢爛な容姿にうっとりとしました。美味

しいうどんの昼食後、笠岡周辺を海岸沿いに帰り、因島の喫茶店「カ

ズン」にて鳥合わせと反省会の後、解散しました。とても有意義な

楽しい 1日を過ごすことが出来ました。 

町 外 遠 征 に 参 加 し て（１）	
 	
 	
 松 	
 本	
 	
 萌 

	
 今日、バードウォッチングでおか山のかさおかに行きました。は

じめにひろい池で水鳥を見ました。はねのきれいな、いろいろなし

ゅるいの水鳥がたくさんいました。時々もぐってえさをとっていま

した。つぎに広いはたけのところに行き、ゆげにはい

ない「タゲリ」というとりを見ました。とてもはねが

きれいであたまの上のはねがシャキーンとたっていてとてもおもし



ろかったです。人間でいうと「ねぐせ」のようでした。つぎに池の

ある公園に行きました。池には白ガチョウとアヒルとカモの仲よし

トリオがいました。３びきにせんべいをあげるとすぐに食べてしま

いました。白ガチョウの口もとがちょっとふくらんでいたので、私

は「たんこぶ」と名まえをつけました。また、バードウォッチング

でいろいろな鳥を見たいです。 

	
 	
 町 外 遠 征 に 参 加 し て（２）	
 	
 	
 岡	
 村	
 美 恵 子 

今年の町外遠征は岡山の笠岡の干拓地ということで期待して行きま

した。以前に松永の河口湾で種々のカモ類を観察し種類の多さに驚

きました。その時と比べて見ると、笠岡での種類の少なさに少し意

外な感じを受けました。しかし、

この時期に毎年、当然のように

渡ってくるカモ類に安心しまし

た。それにタゲリの群れもはじ

めて観察でき、タゲリの全身の

配色が地味なパッチワークを思わせ、生き物とは思われない愛らし

さを感じました。今回のバードウォッチングで当然のことだが、季

節によって羽の色が違うことを知りました。今まで自然の中で観察

した羽の色と野鳥図鑑の羽の色が違うとつい戸惑ってしまい、１羽



の鳥を識別するのに時間がかかってしまいます。いつまでたっても

なかなか鳥の名前が覚えられません。これからは、その点について

もよく注意して、姿は見えなくても鳴き声で何の鳥かわかるように

なりたいものです。（イカル写真提供：松本敏和さん） 
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２月２２日のバードウォッチングは、町の行事や出初式等で参加者

が３名ということで、平山さんの提案で、石山に登ってみることに

しました。雑草で荒れ果てた道を、ダンチクの密林の中をくぐりな

がら、昔の休憩所の近くまで漸くたどり着きました。すると、ハヤ

ブサが２羽岩の上に止まってい

ました。平山さんが苦労して持

ってきていたスコープで覗いて

みると、鋭い目、かぎ状の嘴、

太い足で岩場をつかんでこちら

を見ている姿を近くで見て感激しました。帰って野鳥図鑑で調べて

みると、中近東などで鷹狩りに使われてきた猛禽、飛び方は水平飛

行で時速１００ｋｍ前後と思われ、チーターの速さに匹敵している。

鳥を食べることが多く、崖などに止まって獲物を探して見つけると、

飛翔中獲物の上空から急降下し、蹴落とす。断崖に営巣し広い場所



で狩りをするため、日本では海岸付近で多く見られると書かれてあ

った。石山に登る途中、竹やぶの中で、異様な鳥の羽ばたく音と鳴

き声が聞こえて、ふと足を止めてみると、どうも鳥が何かに追われ

て藪の中に逃げ込んだらしく、しばらく藪の中でもがいていました

が、やっと自力で抜け出してい

きました。どうやらキジバトが

ハヤブサに追われていたようで

す。なんとか逃げ切れたようで

一安心しました。３月、４月に

なると家の周辺でもウグイス、シジュウカラ、セグロセキレイ、イ

ソヒヨドリ、ツバメ等、朝早くから賑やかな囀りが聞こえてきます。

野鳥たちもそれぞれ相手探しで忙しそうですネ。これからも月１回

の定例探鳥会で野山を歩いて野鳥たちに出会えることが一番の楽し

みです。（ハヤブサ、オオルリ写真提供：松本敏和さん） 

弓削野鳥の会のホームページが一新しました。鳥の写真がたくさん

掲載され、見ごたえのあるホームページに出来上がりました。是非

一度アクセスして御覧下さい。友人にも教えてあげて下さい。 

HPアドレス（http：//www2.dokidoki.ne.jp/popo109/index.html） 


